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　９ 月 ６ 日（日）、「第１７回いたの子どもフェ
スティバル」が板野町文化の館で行われまし
た。
　さくらホールでの「風船太郎のドキドキ！わ
くわく！ルンルン・バルーンショー」やチアリ
ーディング、折紙教室、魚釣りゲームなどが
行われ、また、ミニチュア列車の試乗会では
子どもたちの行列ができました。
　当日の会場はたくさんの家族連れでにぎわ
い、今年も子どもたちの笑顔があふれる楽し
い一日となりました。
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

大切な税金の使い道
【歳入総額】１０４億３,１１６万円　【歳出総額】９９億５,９５３万円

　平成２６年度の一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算が、町議会の９月定例会で認定されました。
　町民の皆さんが納めた税金などがどのように使われたのか、現在の板野町の財政がどのような状況なのかについての
概要を、『あせびちゃんと弁慶くんの家計簿』とともにお知らせします。
※　１万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

　一般会計の歳入決算額は、６７億６,８１９万円で、前年度
比で７億３,２４２万円の増額（＋１２.１%）となりました。
　歳入額を財源別にみると、町税、使用料及び手数料
などの自主財源が、前年度と比べて１０.５％増の３３億
９,１８０万円で、歳入総額の５０.１％となりました。このう
ち皆さんに納めていただいた町税は１７億７,１２６万円で、
歳入全体の２６.２％を占めています。
　一方、国・県支出金や町債、地方交付税などの依存
財源は、前年度と比べ１３.８％増の３３億７,６３９万円で、歳
入総額の４９.９％となりました。このうち、地方交付税
は１６億４,０８０万円で、歳入全体の２４.２％を占めていま
す。
　町税や使用料などの自主財源が歳入全体の半分以上
を占めてはいるものの、町の貯金にあたる基金の取り
崩しが歳入全体の約１割に上るなど、町の財政基盤の
脆弱さを表しています。

　歳出決算額は、６３億６,９３９万円で前年度と比べると
７億１,１６１万円の増額（＋１２.６%）となりました。
　目的別では、学校給食センター建設事業などの教育
費が３億９,７９０万円、町制施行６０周年記念事業や基金
積立金などの総務費が３億 ３９４万円増加し、消防費は
４,７８７万円、公債費は３,２６９万円それぞれ減額となりま
した。
　性質別でみると、普通建設事業費が３億６,５３１万円、
積立金が２億３,３１５万円それぞれ増加し、一方で補助
費等が２億２,７０７万円の減額となりました。なお、公
債費が３,２６９万円減少したものの、給食センター建設
事業に係る借り入れをしたため、地方債残高は１,９４２
万円の減少にとどまりました。
　財政状況は依然として厳しいですが、子育て支援策
の充実と安全・安心の確保を最優先課題と位置づけた
事業の推進を図ることで、町民一人ひとりが快適に暮
らせるよう財政運営に努めました。

歳 入一 般 会 計歳 出

●お問い合わせ●
役場総務課　☎６７２－５９８０
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「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）」第３条第１項に基づく健
全化判断比率及び同法第２２条第１項に基づく資金不足比率について次のとおり公表します。

状況・分析
　　基　準　値　（%）比率

（%）
項　　　目 財政再生

基　　準
早期健全化
基　　　準

昨年度に引き続き、赤
字ではありませんで
した。

２０.００１５.００－
実質赤字比率

一般会計等における赤字
状態の深刻度を表す比率

健
全
化
判
断
比
率

３０.００２０.００－
連結実質赤字比率
赤字隠しを防ぐため、全
ての会計における赤字状
態の深刻度を表す比率

借入金返済額の減少
などにより、昨年度よ
り０.５％減少しました。

３５.０２５.０１１.９
実質公債費比率

借入金返済の資金繰りに
おける危険度を表す比率

昨年度に引き続き、比
率が算定されません
でした。

３５０.０－
将来負担比率

借入残高や他団体への負
担が将来財政をどの程度
圧迫するかを表す比率

昨年度に引き続き、両
事業とも資金不足額
は生じていません。

(経営健全化基準)
２０.０

－水　道　事　業資金不足
比率 －公共下水道事業
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●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

平成2６年度決算

財　政　分　析　指　標
説　　　　　　　　　　明指標（前年度比）項　　　目

　財政構造の弾力性を判断するための指標。地方税・普通交付税など毎年決まって収入
される一般財源（経常一般財源）が、人件費・扶助費（医療費助成など）・公債費（借
入金の返済）のように毎年決まって支出される経費（経常的経費）にどの程度使われて
いるかを示す割合。 
　この比率が高いほど経常的経費が財政を圧迫し、財政構造の弾力性が低いといえる。

８７.８%（△５.１）

２５.４%（＋０.４）うち人件費

１４.８%（△１.６）うち公債費

１１.７%（±０.０）うち物件費

実質収支を標準財政規模で割った指標。通常３～５％が適当とされている。１０.９%（＋１.２）実質収支比率

財政基盤の強さを示す指標。１を超えると普通交付税が交付されない。０.４９（＋０.０１）財政力指数

地方公共団体の標準的な一般財源の収入額を表す。３５億３,８８３万円（△３,４３９万円）標準財政規模

経常収支比率

町民税（個人） 5億　212万円 (2.2％増)
町民税（法人） 4億1,956万円 (58.3％増)
固定資産税 6億9,629万円 (2.9％増)
軽自動車税 3,629万円 (3.2％増)
町たばこ税 1億1,701万円 (1.8％減)

17億7,126万円 (11.6％増)
※　（　　）内は前年度比

納税額 128,083円 (12.7％増)
歳出額 460,582円 (13.7％増)

※　（　　）内は前年度比

平成27年3月31日現在　人口13,829人

納税額 318,973円 (10.7％増)
歳出額 1,147,018円 (11.7％増)

※　（　　）内は前年度比

平成27年3月31日現在　5,553世帯

合　計

*1 その他（自主財源）…寄附金、諸収入
*2 その他（依存財源）…利子割、配当割、株式等譲渡所得割、自動車取得税、地方特例、

交通安全対策特別の各交付金

67億6,819万円

自主財源

依存財源

町税
17億7,126万円
26.2％

繰入金
8億1,791万円

12.1％繰越金繰越金繰越金
3億7,798万円3億7,798万円3億7,798万円
5.6％5.6％5.6％

地方交付税地方交付税地方交付税
16億4,080万円16億4,080万円16億4,080万円

24.2％24.2％24.2％

地方譲与税 7,923万円
1.2％

その他（自主財源）*1
1億325万円  1.5％

財産収入
977万円
0.1％

使用料・手数料
1億8,226万円
2.7％

1.9％

分担金・負担金
1億2,937万円

国庫支出金国庫支出金国庫支出金
5億4,856万円5億4,856万円5億4,856万円

8.1％8.1％8.1％

県支出金県支出金県支出金
4億1,902万円4億1,902万円4億1,902万円

6.2％6.2％6.2％

町債
5億350万円

7.4％

その他（依存財源）*2
4,477万円 0.7％

地方消費税交付金
1億4,051万円

2.1％

【性質別】

義務的経費

投資的経費

その他の経費

扶助費
7億7,936万円
12.2％

公債費
5億7,714万円
9.1％

補助費等
8億1,219万円

12.8％

積立金
7億6,975万円

12.1％

33億9,180万円33億9,180万円33億9,180万円
50.1％50.1％50.1％

33億7,639万円33億7,639万円33億7,639万円
49.9％49.9％49.9％

24億3,922万円
38.3％

29億86万円
45.5％

10億2,932万円
16.2％

自主財源

依存財源

繰越金
3億7,798万円
5.6％

地方交付税
16億4,080万円

24.2％

国庫支出金
5億4,856万円

8.1％

県支出金
4億1,902万円

6.2％

63億6,939万円
【【性性質質別別】】

義務的経費

投資的経費

その他の経費

人件費
10億8,272万円
17.0％

扶助費扶助費扶助費
7億7,936万円7億7,936万円7億7,936万円
12.2％12.2％12.2％

公債費公債費公債費
5億7,714万円5億7,714万円5億7,714万円
9.1％9.1％9.1％

普通建設事業費
10億1,543万円

15.9％

物件費
7億6,176万円

12.0％維持補修費
1,286万円

0.2％

補助費等補助費等補助費等
8億1,219万円8億1,219万円8億1,219万円

12.8％12.8％12.8％

積立金積立金積立金
7億6,975万円7億6,975万円7億6,975万円

12.1％12.1％12.1％

繰出金
5億4,430万円

8.5％

災害復旧事業費
1,389万円 0.2％

6,051円 (1.3％)

1,005円 (0.2％)

※ 特別会計繰出金及び基金積立金については、それぞれの目的別に振り分けて計上しています。

町民一人当たりに使った金額　460,582円

33億9,180万円
50.1％

33億7,639万円
49.9％

24億3,922万円24億3,922万円24億3,922万円
38.3％38.3％38.3％

29億86万円29億86万円29億86万円
45.5％45.5％45.5％

10億2,932万円10億2,932万円10億2,932万円
16.2％16.2％16.2％

6,281円 (1.4％)

99,386円 (21.6％) 138,967円 (30.2％)

37,069円 (8.0％) 8,108円 (1.8％)

29,459円 (6.4％) 15,715円 (3.4％) 76,807円 (16.7％)

41,734円 (9.1％)

一般会計
歳　入

一般会計
歳　出

一般会計・特別会計・水道事業会計



いたの　すがお
2015年11月号

４

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

一 般 会 計 の 主 な 実 施 事 業

第４次振興計画の実現に向けて取り組みました
　平成２６年度は「第４次振興計画」の最終年度です。
４つの将来像ごとに、主な事業の成果などを紹介します。

■町道１０３０号線舗装修繕事業  ………………４,７７６万円
■町単独土木事業  ……………………………４,５８９万円
■し尿処理施設改修等事業  …………………２,５９４万円
■合併浄化槽設置助成事業   ……………………７３４万円
■ふれあいプラザ太陽光パネル設置事業  …１,９８５万円
■給食センター太陽光パネル設置事業  ……２,２６１万円
■防犯灯整備・維持管理事業  …………………７１７万円
■資源ごみ等リサイクル推進事業  …………１,１９３万円
■町営住宅維持管理事業  ……………………３,０７６万円

 

■南公会堂耐震改修等事業  …………………９,００３万円
■臨時福祉給付金給付事業  …………………３,７７２万円
■子育て世帯臨時特例給付金給付事業  ……１,５００万円
■児童手当給付事業  ……………………１億９,７０１万円
■子どもはぐくみ医療助成事業  ……………６,４６５万円
■給食費半額補助事業  ………………………２,６５２万円
■障害福祉サービス事業  ………………３億１,２７０万円
■障害者自立支援給付事業  …………………４,１９２万円
■重度心身障害者医療費助成事業  …………４,００４万円
■社会福祉協議会事業  ………………………１,８７９万円
■健康増進法に基づく健診事業  ……………１,２４８万円
■予防接種事業  ………………………………１,９６２万円
■消防防災体制強化事業  ……………………１,８５６万円 

共に活きる体制づくり

 

■学校給食センター建設事業  …………５億４,４２１万円
■交通安全施設整備事業  ………………………２８２万円
■青少年健全育成運動推進事業  ………………６５３万円
■町民センター管理事業  ………………………４７９万円
■公会堂運営事業  ……………………………１,３４５万円
■幼稚園運営事業  ……………………………１,７６５万円
■学校運営事業  ………………………………７,６９１万円
■児童館運営事業  ……………………………２,９６４万円
■子ども外国語活動支援事業  …………………２３９万円
■体育施設管理運営事業  ……………………２,４１５万円
■Ｊリーグチーム（徳島ヴォルティス）応援事業
　　　  ……………………………………………１１９万円

 

■彩りの舘管理運営事業   ………………………２６５万円
■あさんフェスティバル開催事業  ……………４１０万円
■農地整備事業  …………………………………６０５万円
■新規就農総合支援事業  ………………………７５０万円
■地域ブランド商品開発事業  …………………３７３万円
■有害鳥獣被害対策等事業  ……………………３７１万円
■消費者生活対策事業  …………………………４８９万円
■あせび温泉やすらぎの郷運営事業  ………７,４５１万円
■町内限定プレミアム付商品券発行費補助事業
　　　  ……………………………………………３００万円
■プレミアム付地域商品券発行費負担事業  …２３４万円
■歴史文化公園運営事業  ……………………３,５９６万円

やすらぎと誇りを創る人づくり

にぎわいが行き交う文化圏づくり

暮らしがいきづく町づくり

がんばる板野町への応援、
　大変ありがとうございます。
みなさまからの温かいご寄附に心より感謝します。

金　　額件　数板 野 町 の 取 り 組 み
１,９９０,０００円２２件○暮らしがいきづく町づくり
１,１４０,０００円４件○共に活きる体制づくり
２０,０００円１件○にぎわいが行き交う文化圏づくり
１００,０００円１件○自助・共助・公助への変革
３,２５０,０００円２８件合　　　　計

◆寄附金額◆　（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）
ご住所お　名　前
兵庫県花岡　利彦　様
京都府大礒　　卓　様
香川県西川　　清　様
徳島県新野　秀樹　様
徳島県高田　尚也　様
兵庫県小森　健治　様

◆寄附をいただいた方々◆　（寄附日順）

※公表に同意いただいた方のみ掲載しています。
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平成２６年度  板野町の基金の状況

平成２６年度  板野町の地方債の状況

＊災害復旧事業債は、農林水産業債及び土木債に含めています。
＊総務債には，減税補てん債や臨時税収補てん債及び臨時財政対策債を含めています。
＊平成２６年度末現在高合計額のうち４５億９,０６４万円は、地方交付税として後年度に国から補てんされます。
　（一般会計債分３６億１,７３１万円、公営企業（下水道事業）債分９億７,３３２万円）

目　　　的平成２６年度末
現在高

平成２６年度増減額平成２５年度末
現在高区　　　分

取 崩 額積 立 額

長期にわたる財政の健全な運営６億６,８７１万円２億１,３４０万円３億１,９４０万円５億６,２７１万円財政調整基金

公債費の元利償還金・繰上償
還資金への充当６億７,４８５万円２億７,６００万円２億８,６４０万円６億６,４４５万円減債基金

役場庁舎の改築及び土地の取得９億６,１００万円－３,０００万円９億３,１００万円役場庁舎改築等基金

町の公共施設の整備充実３億９,６２５万円２億７,０００万円１億３,３５０万円５億３,２７５万円公共施設等整備基金

町の特性を活かした個性豊か
な地域づくり、地域の活性化３億６,２１２万円１,０００万円１８万円３億７,１９４万円地域づくり推進基金

吉野川北岸農業用水事業の
推進、地域農業の再編成２,５１９万円－１万円２,５１８万円吉野川北岸農業用水

推進事業基金
産業団地の洪水調整池、水路溝等防災施設
の保全管理及び企業立地促進奨励金の交付２億５,４９７万円１,２６０万円１５万円２億６,７４３万円産業振興資本管理基金

あせび温泉やすらぎの郷の
改築８,２５１万円３９０万円５万円８,６３６万円あせび温泉やすらぎの郷

改築等基金
町の特性に応じた高齢者保健
福祉の増進、地域在宅福祉の向
上と健康づくり等の事業推進

１億８,７１１万円２７０万円６万円１億８,９７５万円高齢者保健福祉基金

３６億１,２７２万円７億８,８６０万円７億６,９７５万円３６億３,１５７万円合　　　計

平成２６年度末
現在高

平成２６年度増減額平成２５年度末
現在高区　　　分

元金償還額発 行 額

４５億３,１２２万円５億２,２９２万円５億３５０万円４５億５,０６３万円

１億４,３６９万円８,４０３万円－２億２,７７２万円民生債

１億２,８５５万円１,８９６万円－１億４,７５２万円公営住宅債

１,１００万円１,０８３万円－２,１８３万円衛生債

２億５,０５１万円２,８４１万円３７０万円２億７,５２２万円農林水産業債

５億６,８５３万円１億１,８１９万円４,２８０万円６億４,３９２万円土木債

３,６１３万円１,３４２万円－４,９５５万円消防債

３億８,４３４万円７,８５２万円２億円２億６,２８５万円教育債

３０億８４６万円１億７,０５８万円２億５,７００万円２９億２,２０４万円総務債

２８億８,１４３万円１億２,０９８万円１億６,２００万円２８億４,０４２万円

８億７,１１８万円４,７３６万円４,５００万円８億７,３５４万円水道事業債

２０億１,０２５万円７,３６２万円１億１,７００万円１９億６,６８８万円下水道事業債

７４億１,２６５万円６億４,３９０万円６億６,５５０万円７３億９,１０５万円合　　　計

一般会計債

公営企業債
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板野町の財政を一般家庭に例えると…
町の財政をわかりやすくするために、

平成２６年度一般会計決算を家計簿にしてみました。
【町の財政にはいろいろな収入や支出があり、普通の家庭の家計とは仕組
みが異なりますが、数値を千分の１に置き換えてつくっています】

　あせびちゃんと弁慶くんちの平成２６年度の支出は、食費や医療費・借金の返済など必ず支払わなければならない
「義務的経費」が２４３万円、家や庭の建築・改修など自分の資産を増やすための「投資的経費」が１０３万円、生活費
や車などの修理代、子どもへの仕送り等の「その他の経費」が２９１万円で、合計すると年間の支出は６３７万円（対前
年度比＋７１万円）でした。
　一方、基本的な収入は「給料(基本給・諸手当)」と「パート収入｣、「親からの仕送り」及び「繰越金」で５３０万
円と昨年度から２３万円の増額となったものの、１０７万円の収入不足が生じました。基本的な収入が増加した主な要
因は、給料（基本給）や親からの仕送りなどが増加したためです。一方、収入不足が生じた主な要因としては、支
出面で家の増築（給食センター建設）や子どもへの仕送りが大きく増加したことが挙げられます。
　収入の不足分は、「借金」や「貯金の取り崩し」をすることで何とかやりくりし、支出面
でも「借金の返済」が減少した結果『４０万円』の黒字となりましたが、取り崩した貯金を
積み戻すまでには至りませんでした。
※　公債費や町債の残高は順調に減少していますが、庁舎耐震事業や給食センター建設事
業に係る町債の償還が順次始まることから公債費の増加が懸念されるとともに、扶助費
も増加し続けていることから、人件費や物件費などの更なる経費削減、町税の徴収率向
上など財源確保を図ることで、堅実な財政運営に努めます。

あせびちゃんと弁慶くんの家計簿

●　国勢調査にご協力ありがとうございました　●
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平成２６年度  特別会計等の収支状況

国　 民　 健　 康　 保　 険

歳歳入合計
15億6,856万円

国庫支出金
5億631万円

(32.3％)

国保税
3億4,481万円

(22.0％)

前期高齢者交付金前期高齢者交付金前期高齢者交付金
3億1,024万円3億1,024万円3億1,024万円

(19.8％)(19.8％)(19.8％)

繰入金繰入金繰入金
1億6,779万円1億6,779万円1億6,779万円

(10.7％)(10.7％)(10.7％)

県支出金県支出金県支出金
1億222万円 (6.5％)1億222万円 (6.5％)1億222万円 (6.5％)

高額共同事業その他
4,628万円

(3.0％)
療給交付金療給交付金療給交付金
9,090万円9,090万円9,090万円

(5.8％)(5.8％)(5.8％)

保険給付費
11億4,251万円

(74.2％)

後期高齢者支援金後期高齢者支援金後期高齢者支援金
1億9,789万円1億9,789万円1億9,789万円

(12.9％)(12.9％)(12.9％)

介護納付金介護納付金介護納付金
9,370万円9,370万円9,370万円

(6.1％)(6.1％)(6.1％)

共同事業拠出金
2,804万円 (1.8％)

総務費
3,357万円
(2.2％)

前年度繰上充用金
1,183万円 (0.8％)

歳出合計
15億3,955万円

保健事業その他
3,200万円 (2.1％)

歳出合計 歳入合計

年間平均被保険者数３,７６０人　１人当たり年間医療費（町国保負担分）３０３,８５９円となっています。

　
本
町
国
保
の
被
保
険
者
は
、
二
十
六
年
度
平
均
被
保

険
者
数
三
千
七
百
六
十
人
（
一
般
被
保
険
者
三
千
五
百

十
七
人
、
退
職
被
保
険
者
二
百
四
十
三
人
）
と
な
り
前

年
度
よ
り
四
十
七
人
、
一
・
二
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
、
歳
出
の
総
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
、
前
年

度
よ
り
歳
出
が
一
・
○
％
増
加
し
た
も
の
の
、
前
期
高

齢
者
交
付
金
の
増
加
を
含
む
歳
入
が
二
・
二
％
増
加
し

た
た
め
、
翌
年
度
繰
越
金
二
千
九
百
万
円
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、保
険
給
付
費
が
前
年
度
よ
り
〇
・
二
％
、後

期
高
齢
者
支
援
金
が
一
・
二
％
、介
護
給
付
費
納
付
金
が

二
・
一
％
、そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、合

計
千
五
百
三
十
万
円
、昨
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
歳
出
に
お
け
る
前
期
高
齢
者
に
か
か
る
保

険
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
前

年
度
よ
り
三
十
二
％
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
国
交
付

金
、
退
職
者
医
療
交
付
金
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
全
体

で
は
昨
年
度
よ
り
三
千
三
百
三
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
度
は
六
十
五
歳
と
な
る
方
が
増
加

し
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
反
対

に
退
職
者
医
療
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
現
在
退
職
被
保
険

者
証
の
方
が
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
間
経
過
措
置
と

し
て
継
続
す
る
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
交
付
金
は

減
少
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
保
制
度
の
県
単
位
化
も
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
お
一
人
お
ひ
と
り
が
健
康
に
留
意
さ
れ
、
医

療
費
適
正
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度

　
　
 国
保
決
算
の
概
要

一般会計からの繰入差　引　額歳出決算額歳入決算額区　　　　　分
１億６,７７９万円２,９０１万円１５億３,９５５万円１５億６,８５６万円国民健康保険

特別会計

０万円１２２万円１,７０７万円１,８３０万円住宅新築資金等貸付事業
１２万円０万円１４０万円１４０万円奨学金貸与事業

４,６４３万円０万円１億４,９０７万円１億４,９０７万円後期高齢者医療
２億２３４万円２,３８３万円１２億３,７９７万円１２億６,１８０万円介護保険（保険事業）

０万円７１７万円８６５万円１,５８１万円介護保険（サービス事業）
１億２,１５０万円４万円３億８,４１６万円３億８,４２０万円公共下水道事業

企業会計
０万円５４２万円２億４,１３５万円２億４,６７８万円水道事業

（収益的収入及び支出）

５億３,８１８万円６,６６９万円３５億７,９２２万円３６億４,５９１万円合　　　　　計

医療給付費など一定のルールに基づき負担する経費のほか、収支の均衡を図るために保険料や使用料を充当してもなお不
足する経費などを一般会計から繰り入れています。
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歳入合計歳出合計

歳入合計
1,830万円

貸付金元利収入
1,680万円
(91.8％)

県支出金・諸収入県支出金・諸収入県支出金・諸収入
28万円 (1.5％)28万円 (1.5％)28万円 (1.5％)

前年度繰越金前年度繰越金前年度繰越金 122万円 (6.6％)122万円 (6.6％)122万円 (6.6％)

歳出合計
1,707万円

一般会計繰出金
1,670万円
(97.8％)

事務費 37万円
(2.2％)

貸付事業費
12万円
(8.5％)

一般会計繰入金
12万円
(8.5％)

歳出合計 歳入合計
一般会計繰入金

4,643万円
(31.1％)

歳入合計歳出合計

歳入合計

県支出金・諸収入
28万円 (1.5％)

前年度繰越金 122万円 (6.6％)

歳出合計

貸付事業費
12万円
(8.5％)

一般会計繰入金
12万円
(8.5％)

歳出合計
1億4,907万円

後期高齢者医療広域連合納付金
1億3,713万円

(92.0％)

総務管理費
51万円 (0.3％)

諸支出金 1,133万円 (7.6％)
徴収費 9万円 (0.1％)

歳入合計
1億4,907万円

後期高齢者医療保険料
9,129万円
(61.2％)

諸収入・その他 1万円
(0.1％)

一般会計繰入金一般会計繰入金一般会計繰入金
4,643万円4,643万円4,643万円
(31.1％)(31.1％)(31.1％)

前年度繰越金
1,133万円 (7.6％)

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
●平成２６年度板野町後期高齢者医療事業概要
　高齢者の健康保持と増進のため、被保険者の資格管理や医療給付金等の窓口業務を行い、医療費の適正化に努め、健全な
医療給付を推進しました。
　平成２６年度末現在の被保険者数は１,９９１人です。

歳歳入合計
140万円

貸付金元利収入
128万円
(91.5％)

歳出合計
140万円

一般会計繰出金
128万円
(91.5％)

歳入合計

県支出金・諸収入
28万円 (1.5％)

前年度繰越金 122万円 (6.6％)

歳出合計

貸付事業費貸付事業費貸付事業費
12万円12万円12万円
(8.5％)(8.5％)(8.5％)

一般会計繰入金一般会計繰入金一般会計繰入金
12万円12万円12万円
(8.5％)(8.5％)(8.5％)

歳出合計 歳入合計
一般会計繰入金

4,643万円
(31.1％)

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
●平成２６年度板野町住宅新築資金等貸付事業概要
　地域改善対策事業の一環として、住宅新築資金などの貸し付けを行うための会計です。
　現在、貸付事業は終了しており、主に貸付金の集金業務などを行っています。

奨　 学　 金　 貸　 与　 事　 業
●平成２６年度板野町奨学金貸与事業概要
　経済的理由により修学が困難な者に対して奨学金を貸与し、経済的負担の軽減を図るとともに教育を受ける機会を等し
く与えるための会計です。
　平成２６年度末の貸付件数は、１９件（高校生１２名、大学生（県内外）７名）でした。
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お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

介 護 保 険 事 業
　
本
町
の
介
護
保
険
被
保
険
者
数
は
、
二

十
六
年
度
末
現
在
で
三
千
九
百
四
十
五
人

で
総
人
口
の
二
十
八
・
七
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

者
は
八
百
人
（
前
年
比
一
・
〇
％
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
軽
度
認

定
者
と
さ
れ
る
要
支
援
一
か
ら
要
介
護
二

ま
で
の
認
定
者
が
全
体
の
七
十
二
・
七
％
、

重
度
認
定
者
と
さ
れ
る
要
介
護
三
か
ら
要

介
護
五
ま
で
の
認
定
者
が
全
体
の
二
十

七
・
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
・
歳
出
の
総
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
、
前
年
度
よ
り
歳
入
で
三
・
六
％
、

歳
出
で
一
・
二
％
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
、
全
体

で
十
一
億
六
千
七
百
十
五
万
円
で
、
そ
の

内
訳
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
七
億
六
百
五

十
三
万
円
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
三
億
九
千

四
百
五
十
六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
自
宅
に
訪
問
し
て
も
ら
っ
て
受
け
る
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
が
一
・
六
％
増
、
施
設
に

通
っ
て
受
け
る
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
が
六
・

七
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
給

付
費
に
お
い
て
は
三
・
三
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
介

護
を
予
防
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
し

て
い
る
地
域
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
七

百
十
万
円
（
前
年
比
三
十
五
・
九
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
差
引
に
よ
る
繰
越
金
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
負
担
金
や
支
払
基
金
交
付
金

へ
の
返
還
金
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
は
、
保
険
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
利
用

で
き
る
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
あ

り
、
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
で
利
用
者
と

し
て
の
権
利
を
得
て
、
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を

選
ん
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
」、「
も
し
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
」こ
と
を
目
的
と
し
た
、

介
護
予
防
事
業
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
自
立
し
た
生
活
に
向
け
、
事
業
所
を
適

切
に
選
び
、
自
分
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
制
度
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
被
保
険
者
お
一

人
お
ひ
と
り
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

歳入合計

前期高齢者交付金
3億1,024万円

(19.8％)

繰入金
1億6,779万円

(10.7％)

県支出金
1億222万円 (6.5％)

療給交付金
9,090万円

(5.8％)

後期高齢者支援金
1億9,789万円

(12.9％)

介護納付金
9,370万円

(6.1％)

歳出合計

歳出合計
12億3,797万円

保険給付費
11億6,715万円

(94.3％)

総務費
5,838万円

(4.7％)

基金積立金・その他
534万円 (0.4％)

地域支援事業費
710万円 (0.6％)

歳入合計
12億6,180万円

支払基金交付金
3億4,294万円

(27.2％)

繰入金
2億603万円

(16.3％)

前年度繰越金・その他
532万円 (0.4％)

保険料
2億1,812万円

(17.3％)

国庫支出金
3億1,301万円

(24.8％)

県支出金
1億7,638万円

(14.0％)

■要介護（要支援）認定者数（平成２６年度末現在）
計要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１要支援２要支援１
７８０５９７８７６９７１５０１４８１７２第１号被保険者
９７６１０１０１３１６２３１９（６５歳以上７５歳未満）
６８３５３６８６６８４１３４１２５１５３（７５歳以上）

２０１０４５４３３第２号被保険者
（４０歳以上６５歳未満）

８００６０７８８０１０２１５４１５１１７５総　　　　数

平
成
二
十
六
年
度

介
護
保
険
決
算
の
概
要
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

配水給水費
2,971万円
(12.3％)

業務費 663万円 (2.7％) 特別損失 375万円 (1.6％)

収収益的支出
2億4,135万円

原水浄水費
5,766万円
(23.9％)

総係費
4,188万円
(17.4％)

歳入合計
国・県支出金

1億1,258万円
(29.3％)歳出合計公債費

1億1,054万円
(28.8％)

営業外収益営業外収益営業外収益
2,629万円
(10.7％)
2,629万円
(10.7％)
2,629万円
(10.7％)

その他営業収益
109万円 (0.4％) 特別利益 20万円 (0.1％)

減価償却費
8,002万円
(33.2％)

収益的収入合計
2億4,678万円

給水収益
2億1,920万円

(88.8％)

合計

資本的収入合計
1億2,951万円

企業債
4,500万円
(34.7％)

損益勘定留保資金等損益勘定留保資金等損益勘定留保資金等
8,099万円8,099万円8,099万円
(62.5％)(62.5％)(62.5％)

加入金
352万円 (2.7％)

資本的支出合計
1億2,951万円

建設改良費
8,215万円
(63.4％)

企業債償還
4,736万円
(36.6％)

2,171万円2,171万円2,171万円
(9.0％)(9.0％)(9.0％)

企企業債利業債利業債利息息息

公　 共　 下　 水　 道　 事　 業
●平成２６年度板野町公共下水道事業概要
　吹田字神木・千田ノ内・町西の各一部地区、大寺字岡山路の一部地区、犬伏字柳原・鶴畑の各一部地区で下水道工事を実
施しました。
　また、工事完了区域において下水道が使用できるよう、供用開始しました。

上　  水　  道　  事　  業

収益的支出

歳入合計
3億8,420万円

繰入金
1億3,100万円

(34.1％)

国・県支出金国・県支出金国・県支出金
1億1,258万円1億1,258万円1億1,258万円

(29.3％)(29.3％)(29.3％)

使用料等 2,280万円
(5.9％)

町債
1億1,700万円

(30.5％)

その他（財産収入、諸収入、繰越金）
83万円 (0.2％)

歳出合計
3億8,416万円

建設費
2億2,609万円

(58.9％)

総務費
4,293万円
(11.2％)

公債費
1億1,054万円

(28.8％)

公債費
1億1,054万円

(28.8％)

公債費
1億1,054万円

(28.8％)

その他 461万円 (1.2％)

営業外収益
2,629万円
(10.7％)

収益的収入合計合計

資本的収入合計

損益勘定留保資金等
8,099万円
(62.5％)

資本的支出合計

2,171万円
(9.0％)

企業債利息

比較増減平成２５年度平成２６年度単位事　項

１４５,１４２５,１５６戸給 水 戸 数

△ １３５１３,７２４１３,５８９人給 水 人 口

△ ８７,６１８２,４７７,９５９２,３９０,３４１㎥年間配水量

△ ０.２７８.０７７.８％有 収 率

●平成２６年度板野町上水道事業概要
　板野町水道事業の経営については、収益的収支では、
収益の確保と費用の削減に努めた結果、５,４２３,７２４円の当
年度純利益となりました。
　事業関係では、川端地区、中久保地区で石綿管の布設
替工事を、吹田地区、大坂地区で配水管の布設替工事を
実施しました。

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●



いたの　すがお
2015年11月号

１１

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　国勢調査にご協力ありがとうございました　●

　９月２１日、文化の館さくらホールにおいて板野町敬老会が開催さ
れ、約３００人の方々に出席をいただきました。
　今年度１００歳を迎える吉野アサ子さんに内閣総理大臣からの祝状と
記念品が伝達され、引き続き９０歳、米寿、８０歳の節目の方、ダイヤモ
ンド婚及び金婚を迎えられた皆様に記念品が贈られました。
　町内小・中学校の児童生徒による敬老作文の発表や、阿波人形浄瑠
璃研究会「青年座」による、オレオレ詐欺を演目にした人形浄瑠璃が
上演され、出席された皆さんはとても楽しいひとときを過ごされてい
ました。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成22222222222222222222222222222222227777777777777777777777777777777777年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老年度　板野町敬老会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

多田二雄さんからの謝辞▶
▲祝状を贈られる吉野アサ子さん

　
板
野
町
議
会
定
例
会
が
、
九
月
四
日
よ
り
開
会
さ
れ
、
教
育
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
選
任
を
審
議
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
稲
井
稔
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
三
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で

で
す
。 板板板板板板板板板板板板板板板板板

野野野野野野野野野野野野野野野野野
町町町町町町町町町町町町町町町町町
教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育
委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員
ににににににににににににににににに
稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲
井井井井井井井井井井井井井井井井井
稔稔稔稔稔稔稔稔稔稔稔稔稔稔稔稔稔
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
ををををををををををををををををを
再再再再再再再再再再再再再再再再再
任任任任任任任任任任任任任任任任任

　
平
成
二
十
七
年
十
月
十
三
日
、

那
東
の
和
田
博
之
さ
ん
が
百
歳
を

迎
え
ら
れ
、
徳
島
県
知
事
か
ら
祝

状
と
祝
い
金
、
板
野
町
長
か
ら
も

祝
状
と
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
町
内
の
百
歳
以
上
は
、
和
田
さ

ん
を
含
め
て
五
人
（
男
性
一
人
・

女
性
四
人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
月
二
日
、
板
野
町
は
、
板
野

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
や

配
送
、
洗
浄
業
務
を
委
託
す
る
東

洋
食
品
と
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
た
災

害
時
応
援
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
協
定
書
の
主
な
内
容
は
、
東
洋

食
品
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

は
、
町
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
可

能
な
限
り
炊
き
出
し
に
協
力
を

し
、
ま
た
配
送
も
行
い
ま
す
。

　
板
野
町
議
会
定
例
会
が
、
九
月
四
日
よ
り
開
会
さ
れ
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
を
審
議
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
井
上
孝
昭
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
三
十
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。

板板板板板板板板板板板板板板板板板
野野野野野野野野野野野野野野野野野
町町町町町町町町町町町町町町町町町
固固固固固固固固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産産産産産産産産
評評評評評評評評評評評評評評評評評
価価価価価価価価価価価価価価価価価
審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査
委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員
ににににににににににににににににに

井井井井井井井井井井井井井井井井井
上上上上上上上上上上上上上上上上上
孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝孝
昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
ををををををををををををををををを
再再再再再再再再再再再再再再再再再
任任任任任任任任任任任任任任任任任

下段左側から二番目が和田博之さん

おめでとう
ございます

100歳100歳100歳100歳

株
式
会
社
東
洋
食
品
と

災
害
時

　

応
援
協
定
書
締
結

災
害
時

　

応
援
協
定
書
締
結

災
害
時

　

応
援
協
定
書
締
結（左）東洋食品　荻久保康徳専務　（右）玉井町長

▲町内小・中学校の児童生徒による
　敬老作文発表



いたの　すがお
2015年11月号

１２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

板
野
町
議
会
の
新
し
い
顔
　
～
　
議
員
～

１３

　
任
期
満
了
に
伴
う
板
野
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
は
、
議
員
定
数
が
一
議
席
削
減
さ
れ
て

十
三
と
な
り
十
月
四
日
に
町
内
六
ヶ
所
の
投

票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
率
は
、
七
一
・
〇
八
％
 で
、
町
民
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
即
日
開
票
さ
れ
、
十
三
名

の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
二
十
七
年
十
一
月
一

日
か
ら
向
こ
う
四
年
間
で
す
。

氏 名／年 齢
党 派／住 所
職業／当選回数
（１０/４時点）

あいうえお順
敬称略

 大  西 　 正  一 ／６７
おお にし まさ かず

無所属／下庄
無職／３

 犬  伏 　 博  昭 ／６５
いぬ ぶし ひろ あき

無所属／西中富
農業／1

 石  田 　　
いし だ

 実 ／６４
みのる

日本共産党／古城
団体職員／7

 天  羽 　 生  美 ／６８
あ もう いく み

日本共産党／西中富
団体職員／5

 奥  尾 　
おく お

 周 
しゆう

 二 ／６７
じ

無所属／川端
農業／4

 東 
とう

 條 　
じよう

 昭 
しよう

 二 ／７４
じ

無所属／矢武
会社役員／4

 築  本 　 重  視 ／８０
ちく もと しげ み

無所属／大寺
無職／7

 高  橋 　　
たか はし

 勲 ／６６
いさお

無所属／古城
会社役員／4

 西  川 　　
にし かわ

 有 ／７７
たもつ

無所属／大寺
無職／5

 水  口 　 昭  彦 ／６１
みず ぐち あき ひこ

無所属／大寺
会社員／4

 松  浦 　　
まつ うら

 昶 ／７７
とおる

無所属／下庄
会社役員／4

 広  田 　 勝  己 ／７１
ひろ た まさ み

無所属／羅漢
会社員／6

 吉  岡 　 輝  昭 ／７２
よし おか てる あき

無所属／大寺
会社員／8

投　票　結　果

計女性男性
人

１１,３１２
人

５,９５２
人

５,３６０
有権

者数

人

８,０４１
人

４,３０３
人

３,７３８
投票

者数

%

７１.０８
%

７２.３０
%

６９.７４
投票

率



いたの　すがお
2015年11月号

１３

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

　
平
成
二
十
七
年
十
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
、
十
一
月
末
ま
で

に
、
個
人
番
号
の
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー

ド
」
が
世
帯
主
宛
て
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

さ
れ
ま
す
。
送
付
さ
れ
る
も
の
は
、
左
記
の

も
の
で
す
。

　
・
通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
等
（
一
枚
の
紙
に
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。）

　
・
説
明
書

　
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書
の
返
信
用
封

筒

　
本
人
確
認
書
類
と
し
て
使
用
可
能
で
あ
る

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
ご
希
望
の
方
は
、
同

封
の
申
請
書
に
顔
写
真
を
貼
付
の
上
、
返
信

用
封
筒
に
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
初
回
交
付
は
無
料
で
、
交
付
開
始
は
平
成

二
十
八
年
一
月
以
降
と
な
り
ま
す
。）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
に
わ
た
り
使
う
も

の
で
す
。
今
後
各
種
行
政
手
続
き
等
に
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

1234 5678 9012

3456 7890 1234

通
知
カ
ー
ド
の

　
　

送
付
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
に
よ
る

　
現
在
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
電
子
証
明
書
の
有
効

期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
平
成
二
十
八

年
一
月
以
降
で
も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

で
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十

二
日（
火
）以
降
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
で
の
電
子
証
明
書
の
更
新
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
確
定
申
告
を
控
え
た
時
期
に
有

効
期
間
満
了
を
迎
え
る
方
は
、
そ
れ
ま
で

に
役
場
住
民
課
で
更
新
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。（
更
新
手
数
料
五
百
円
が
必
要

で
す
。）

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
確
定
申
告
の
時
期
に
交

付
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
住
民
課
戸
籍
係

　
　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
五

公的
個人認証
サービスを
ご利用の方へ

個人番号カード、通知カードについ個人番号カード、通知カードについてて
通知カード個人番号カード住民基本台帳カード

○個人番号を表面に記載
○顔写真なし

○個人番号を裏面に記載
○顔写真を表面に記載

○住民票コードの券面記載なし
○顔写真は選択制

１ 様式

○簡易書留で郵送
○手数料：初回は無料

○通知カードとあわせて個人番号カー
ドの交付申請書を送付し、申請は郵
送で受け付けるため、市町村窓口へ
は１回来庁のみ、後日交付
○手数料：初回は無料

○後日交付
○手数料：５００円
（電子証明書を搭載した場合：
１０００円）

２ 作成・交付

○なし○発行日から１０回目の誕生日まで
　（２０歳未満は５回目の誕生日まで）
※電子証明書（署名用・利用者証明用）
は発行日から５回目の誕生日まで

○発行日から１０年
※電子証明書（署名用）は３年３ 有効期間

○個人番号カードの交付を
受けるまでの間、行政機
関の窓口等で個人番号の
提供を求められた際に利
用
　（通知カードとは別に、身
分証明書も必要）

○身分証明書としての利用
○個人番号を確認する場面での利用
○電子証明書による民間部門を含めた
電子申請・取引等における利用

○身分証明書としての利用
○平成２８年１月以降は新規発行
不可

４ 利便性

or

表面（案） 裏面（案） （案）



いたの　すがお
2015年11月号

１４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

板野・わかば保育園
平成２８年度　園　児　募　集

板野 わかば保育園
平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度　平成２８年度　園　児　募　集平成２８年度　園　児　募　集

募集人員     板野保育園　１３５名　　板野わかば保育園　７０名
受付期間     １１月5日～１１月２７日
該当する乳幼児
      ・平成２２年４月２日～平成２７年４月１日までに生まれた幼児
      ・平成２７年４月２日～平成２７年８月１日までに生まれた乳児
      ・板野町保育園設置及び管理に関する条例の規定により保育が必要な児童と認められる者
入園申込
　　必要な書類は、各保育園または役場住民課に用意しています。
　　同一世帯で２人以上の児童が申し込む場合は、それぞれの児童ごとに申込書を提出してください。
　　詳しいことは、各保育園・役場住民課でお尋ねください。

お問い合わせ　板野保育園　☎６７２－２１０１　　板野わかば保育園　☎６７２－３５００
　　　　　　役場住民課　☎６７２－5984

お元気ですか 保健師です。お元気でお元気ですか 保健師か 保健師です。
季節性インフルエンザ予防接種を実施します
〈対象者〉
　板野町に住民登録がある方で、
　①６５歳以上の方
　②６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓又は呼

吸器機能に障害がある方（日常生活が極度に
制限される程度の障害）及びヒト免疫不全
ウィルスにより免疫機能に障害がある方（日
常生活がほとんど不可能な程度の障害）

　前記①、②以外の方は、任意予防接種となり全
額自己負担になります。

〈実施期間〉
　平成２７年１１月１日から
　平成２８年１月１５日まで
　　（但し、ワクチンがなくなり次第終了になります。）

〈接種当日持参するもの〉
　①の方は、健康手帳（お持ちでない方には、

接種済証を交付します）、保険証（本人確
認のため、ご持参ください）

　②の方は、健康手帳、身体障害者手帳（又は
医師の診断書）

※　接種費用は医療機関によって異なります。接種を
希望される方は各医療機関にお問い合わせくださ
い。接種代金のうち町が２，２８８円を補助します。

※　６５歳以上の生活保護世帯の方は接種代金のうち町
が３,８８８円補助します。医療機関の窓口にて申請
してください。

電話番号住所医療機関名
６７２－１１８５犬　伏井上病院
６７２－５６３０那　東近藤内科医院
６７２－０１７６吹　田三愛内科
６７２－０５７１下　庄新野医院
６７２－０１７４大　寺竹本内科
６７２－００５２大　寺豊岡医院
６７２－５１４８下　庄ファミリークリニックしんの
６７２－４９７０西中富福島内科
６７２－６６１８羅　漢みやざき内科診療所

〈接種を受けることができる医療機関〉

●お問い合わせ●
役場福祉保健課

健康相談室（町民センター内）
☎672－5580

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●



いたの　すがお
2015年11月号

１５

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

　
九
月
十
二
日
（
土
）、
板
野
町
田

園
パ
ー
ク
で
、
町
内
各
地
区
の
分

団
に
よ
る
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
第
一
分
団
か
ら
第
四
分
団
ま
で

が
、
ホ
ー
ス
を
操
る
速
さ
と
巧
み

さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
優
　
勝
　
第
三
分
団

　
準
優
勝
　
第
四
分
団

板
野
板
野
町町

消
防
操
法
大

消
防
操
法
大
会会

▶
 板
野
町
消
防
操
法
大
会
の
様
子

　板野町では、今年も１１月を「町税
や国保税、また水道使用料・住宅使
用料・住宅新築資金等貸付金などの
徴収月間」と定め、督促状や催告通
知書を発送させていただくとともに、
一部のご家庭につきましては、町職
員が町税納付や納付相談のため、直
接ご家庭を訪問させていただく予定
としております。
　ご理解とご協力をよろしくお願いい
たします。

「町税や国保税、また水道
使用料・住宅使用料・住
宅新築資金等貸付金など
の納付」について

お問い合わせ　文化の館　☎６７２－５８８８

ところ

文化の館

入場料

無　料

と　き　11月21日（土）から22日（日）
作　品　写真・俳句・書道・盆栽・手芸・
　　　　洋画・日本画・華道・茶道など
チャリティーバザー

文 化 展第31回 芸 能 祭

芸術・文化の秋、実りの秋。
板野町文化協会のみなさんが、この一年間の成果を一堂に会し、披露してくれます。

　芸術・文化に触れ、紅葉を楽しみながら過ごしてみませんか。

芸術・文化の秋、実りの秋。

平成２７年度平成２７年度
板 野 町 文 化 祭板 野 町 文 化 祭

平成２７年度
板 野 町 文 化 祭

と　き　11月22日（日）午後 0 時30分開演
舞　台　板野町紹介『大坂口御番所跡』
　　　　三味線・詩吟・コーラス・舞踊・金管バンド
　　　　チアダンス・バトントワリング・町民音頭
　　　　三味線と舞のコラボレーション
　　　　詩吟と舞のコラボレーション
　　　　コーラスと舞のコラボレーション

第19回

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

※平成２８年４月１日より滞納町税等と現年度分の納期限を過ぎた町税等については、納期限の翌日から完納するまでの日数
　に応じて延滞金を納付していただくこととなりますので、納期限を過ぎた町税等については早期の納付をお願いします。



いたの　すがお
2015年11月号

１６

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　国勢調査にご協力ありがとうございました　●

　歳を重ねるにつれて筋力の低下やバランス感覚の
衰えから転んで骨折し、骨粗鬆症が進行していたこ
とから、そのまま寝たきりとなってしまう高齢者の
方が少なくありません。そのため、介護予防を目的
とする観点からは「体操」がとても大切になります。
　転ばないための体操をご紹介しますので、みなさ
ん、ぜひ、ご参加ください。
　
　　　　日程　　　　　　場所
　　１１月１３日(金)　　 町民センター
　　１１月１６日(月) 　　町民ふれあいプラザ
　　１１月２４日(火) 　　南公民館
　時間　午後１時３０分から２時３０分
　　※動きやすい服装でおいでください。
　　※飲み物は各自ご用意ください。

●お問い合わせ●
板野町地域包括支援センター　☎６７２－１０２６

介護予防普及啓発事業

～介護予防教室のご案内～
「足腰しっかり転倒予防」

　
仕
事
や
家
事
、
勉
強
で
忙
し
い

と
き
も
、
家
族
が
い
る
か
ら
、
家

族
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
、
一

生
懸
命
が
ん
ば
れ
た
り
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
。

　
し
か
し
、
と
も

す
れ
ば
日
々
の
生

活
に
追
わ
れ
、
な

ん
と
な
く
家
族
の

ふ
れ
あ
い
が
薄
れ

が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
内
閣
府
で
は
、
十
一
月
第
三
日

曜
日
を
「
家
族
の
日
」、
そ
の

前
後
一
週
間
を
「
家
族
の
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
人
は
つ
な
が
っ
て
生
き
て
い
ま

す
。
家
族
や
地
域
の
つ
な
が
り
、

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
大
切
さ
を

改
め
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
今
日
は
家
族
の
日
な
ん
だ
よ
」と

口
に
す
る
だ
け
で
も
十

分
で
す
。
家
族
を
大
切

に
思
い
、「
家
族
の
日
」

「
家
族
の
週
間
」
を
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。

青
少
年
健
全
育
成
板
野
町
民
会
議

　
　
　
板
野
町
子
ど
も
を
守
る
会

十
一
月
第
三
日
曜
日
は

　「
家
族
の
日
」
11
15

　
㈳
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制

度
の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言

や
相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
：
十
一
月
二
十
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

開
催
で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
          

お
問
い
合
わ
せ

　
㈳
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー

　
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
　
　
☎
六
二
六－

二
〇
八
三

成年後見・
相続・遺言

無料相談会の
お知らせ

　板野町では住民サービス向上のためコンピュータシステムの改善を進めております。これに伴い、平成２８年３
月分から口座振替日を変更しますのでお知らせします。

※振替日が休日の場合は翌日となります。
※従来より振替日が毎月末日、再振替日が翌月１５日の項目については変更ありません。

お問い合わせ　役場出納室　☎６７２－５９８２

振　替　日対　象

変更後変更前水道料金
下水道料金
保育料金
幼稚園授業料
公営住宅使用料

振　替　日振　替　日

毎月末日毎月２５日

再振替日再振替日

翌月１５日翌月１０日
（５月と１月は１５日）

➡

口座振替日変更のお知らせ



いたの　すがお
2015年11月号

１７

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

☎672－6099  ☎0120-783-577（フリーダイヤル）板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！ な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ
●高齢者の携帯電話にショートメール！　

　「携帯電話にショートメールを利用した迷惑メールが届き、困っている。」という相談が急増しています。
　ショートメールとは、携帯電話どうしでメッセージを送受信するサービスです。電子メールと異なり、アドレ
スを取得せずに電話番号だけでやりとりができるので、事業者は無作為にメールを送信することができます。
【事　例】
　１．ある日突然、「民事訴訟通告書」等のショートメールが届いた。「訴訟を取り下げることができます。」

と書いてあり、連絡先が掲載されている。不安だ。
　２．ショートメールに記載されたＵＲＬ（アドレス）を何気なく押してしまい、勝手に会員登録完了となっ
てしまった。その後、料金請求メールが届く。どうすればよいか分からない。

【アドバイス】
　・連絡を取らないようにしましょう。連絡を取ってしまうと、請求が止まるどころか、逆に不当請求

のターゲットにされてしまいます。個人情報を伝えないようにしましょう。
　・ショートメールが頻繁に届く場合は、電話番号を変更することも対策のひとつです。
　・脅迫や恐喝等、恐怖を感じたり、悪質な取り立てがある場合は、警察へ届けましょう。
　・「裁判所からの支払い督促」や「少額訴訟の呼出状」は、ショートメールでは送られてきません。書

類で届いた場合は、放置せず板野町消費生活相談所にご相談ください。　
●第５回「おさいふ学ミニ講座」開講　　テーマ：相続トラブル実例集　円満相続のすすめ方
　日　時：１１月２０日（金）午後１時３０分より（１時間程を予定しています）
　場　所：町民センター１階　多目的ホール（板野町大寺字亀山西１６９－５）
　参加をご希望の方は、板野町消費生活相談所までお申し込みください。（当日の受講受付も可能です）

●来所、電話、訪問での相談を受け付けています。
〈相談受付時間〉月曜～土曜　午前９時～午後３時

（土曜日は電話対応となります。事前受付者と受付のみ）
※日曜・祝日・年末年始はお休みです。　

９月の相談件数は　３６件　でした。

　世界人権宣言が採択された１２月１０日を「人権デー」と定め、人権の
発展を更に推進するよう呼びかけています。世界人権宣言が採択さ
れた翌年の昭和２４年から、毎年１２月１０日を最終日とする１週間を「人
権週間」と定め、『みんなで築こう　人権の世紀～考えよう相手の気持
ち、育てよう思いやりの心～』を重点目標に啓発活動を実施します。　

◆人権擁護委員による啓発活動◆

１２月１日（火）　
●町内巡回
　午前９時から広報車による町内巡回啓発と特設人権相談所案内チ
ラシと共に啓発物品の配布　
●特設人権相談所
　時間　午後１時３０分から４時
　場所　町民センター２階小会議室
　相談は、無料で、秘密は固く守られます。　

役場人権コミュニティ課
☎６７２－５９８８

第６７回人権週第６７回人権週間間「
人
権
講
演
会
記
念
品
の

　
　
　
引
き
換
え
」
の
お
知
ら
せ

●お問い合わせ●
役場人権コミュニティ課
☎６７２－５９８８

　
七
月
三
十
日
（
木
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
講
演
会

に
お
い
て
、
配
布
い
た
し
ま
し
た
記
念
品
の
引
換
券

を
、
ま
だ
お
持
ち
の
方
は
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

備考落札率金額（税込み）担当課業者名工事箇所工　　　　事　　　　名番号

８８.１５%１,０２８,１６０円建設課㈱小川土木板野町下庄
岡田宅の所

平成２７年度
町単独土木事業排水工事１

８８.５０%９５５,８００円建設課四国通建工事㈱板野町大寺
林宅の所　外１件

平成２７年度
町単独土木事業排水工事２

８７.９６%１,７６６,８８０円建設課㈱吉岡組板野町古城
山本地先

平成２７年度
町単独土木事業道路工事３

８８.０３%２,４６２,４００円建設課㈲栄建設板野町古城
板東地先

平成２７年度
町単独土木事業道路工事４

抽選８７.５０%１,５４９,８００円建設課三共建設㈱板野町西中富
福田宅西　外１件

平成２７年度
町単独土木事業舗装工事５

抽選８７.７４%１,１７５,０４０円建設課三成建設㈱板野町大寺
加賀美宅の所　外３件

平成２７年度
町単独土木事業舗装工事６

８５.６２%１２,４４７,０００円建設課㈱金岡組板野町那東平成２７年度　防災安全交付金事業
松坂跨道橋修繕工事７

８６.３８%２８,１４４,８００円建設課㈱吉岡組板野町下庄平成２７年度　防災安全交付金事業
古町橋修繕工事８

８７.４３%１５,７６８,０００円建設課㈱北島建設板野町川端平成２７年度　防災安全交付金事業
川端橋修繕工事９

平成２７年９月２４日入札

入札結果をお知らせします
備考落札率金額（税込み）担当課業者名委託業務箇所委　託　業　務　名番号

８９.８２%２０,３０４,０００円建設課㈱フジタ建設
コンサルタント板野町内平成２７年度　防災安全交付金事業

橋梁定期点検業務１

平成２７年９月２４日入札

納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象です

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と
同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成２７年１月から１２月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分
や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を
支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成２７年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調
整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となり
ます。
　このため、平成２７年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方には、１１月上
旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提
出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（平成２７年１０月１日から１２月３１日ま
での間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる
制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

お問い合わせ　役場住民課　☎６７２－５９８４

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
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知
ら
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツS

P
O
R
T
S

S
P
O
R
T
S

板板野野ぴぴょょんん太太ススポポーーツツククララブブ
土金木水火月日

76543211／1
Jrテニス教室
中級テニス教室
Ｊｒバドミントン教室
プチ☆チアダンス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
ピンポンクラブ

さわやかテニス
楽しいテニス
スマイル健康講座
バウンドテニス

グラウンド・ゴルフ
気軽にバド
気軽に卓球
カローリングサークル
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

141312111098
Jrテニス教室
中級テニス教室
Ｊｒバドミントン教室
プチ☆チアダンス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
ピンポンクラブ

さわやかテニス
楽しいテニス
スマイル健康講座
バウンドテニス

グラウンド・ゴルフ
気軽にバド
気軽に卓球
カローリングサークル
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

21201918171615
Jrテニス教室
中級テニス教室
Ｊｒバドミントン教室
プチ☆チアダンス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
ピンポンクラブ

さわやかテニス
楽しいテニス
バウンドテニス
スマイル健康講座

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
元気スポーツ教室
グラウンド・ゴルフ
バドサークル

弓道教室

28272625242322
Jrテニス教室
中級テニス教室
Ｊｒバドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
バドサークル
弓道教室
グラウンド・ゴルフ

楽しいテニス
ピンポンクラブ

さわやかテニス
楽しいテニス
バウンドテニス
スマイル健康講座

グラウンド・ゴルフ
気軽にバド
気軽に卓球
カローリングサークル
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

543212／13029
Jrテニス教室
中級テニス教室
Ｊｒバドミントン教室
プチ☆チアダンス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
ピンポンクラブ

さわやかテニス
楽しいテニス
バウンドテニス
スマイル健康講座

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
元気スポーツ教室
グラウンド・ゴルフ
バドサークル

弓道教室

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎６３５－４８２８）へお気軽にお問い合わせください。

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　９月２６日から１０月６日まで和歌山県で開催さ
れた第７０回国民体育大会に板野町から次の３名
の方が、選手並びに監督として出場しました｡

第７０回国民体育大会出場者名（敬称略）

競　　技氏　　名

弓道（選手）少年女子 寒  川 　 紗  衣 
カン ガワ サ エ

相撲（監督）成年男子 澁  谷 　 元  張 
シブ ヤ モト ハル

相撲（監督）少年男子 岩  川 　
イワ カワ

 大  助 
ダイ スケ

第７０回
国民体育大会出場者

　
徳
島
東
部
圏
域
か
ら
参
加
し
た
五
十
名
の
参
加
者
が
上
勝
町
に
て
、
上

勝
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
た
正
木
ダ
ム
を
通
る
約
四
㎞
コ
ー
ス
を

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

お
も
し
ろ
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
七
市
町
間
で
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
板
野
町
教
育
委
員
会
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スススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーー

第
３
回
徳
島
東
部
地
域
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツツツツツツツツツツツツツツツツツ

フフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェ
スススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ババババババババババババババババ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ノノノノノノノノノノノノノノノノ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
デデデデデデデデデデデデデデデデ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
クククククククククククククククク
ウウウウウウウウウウウウウウウウ
ォォォォォォォォォォォォォォォォ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
キキキキキキキキキキキキキキキキ
ンンンンンンンンンンンンンンンン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グググググググググググググググググ

九
月
十
三
日（
日
）

健康の館
フェスティバル

クリーンアップ
ウォーキング
 ７：３０ 健康の館
          集合
 ８：００ 出発



いたの　すがお
2015年11月号

２０

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
―
徳
王
寺
 址
 　
板
西
町
　
 關
 

あ
と
 

せ
き

 柱
 

ば
し
ら

と
い
ふ
 處
 

と
こ
ろ

よ
り
南
の
方
へ
 貳
 
に

 町
 

ち
よ
う

 許
 

ば
か

り
 入
 

は
い
り

 込
 、
北
西
南
三
方
 圍
 み
、
法

こ
み
 

か
こ

明
山
徳
王
寺
址
あ
り
。 觀
  堅
 僧
正

か
ん
 け
ん

 開
  基
 に
し
て
、
本
尊
不
動
明
王
、

か
い
 
き

月
の
二
十
八
日
 參
  詣
 人
多
く
、
長

さ
ん
 け
い

曾
我
部
（
元
親
）
の
 爲
 め
に
 燒
 か
れ

た
 

や

し
が
、今
に
寺
地
と
 稱
 し
、

し
よ
う

 瓦
 

か
わ
ら

 抔
  澤
 

は
い
 た
く

 山
 あ
り
。

さ
ん

 舊
 

き
ゆ
う

元
日
に
は
、 金
  鷄
 の
 聲
 

き
ん
 け
い
 

こ
え

が
す
る
と
 云
 ひ
 傅
 へ
 居
 れ
り
。 此
 

い
 

つ
た
 

お
 

こ
の

寺
地
は
三
段
あ
り
て
、 凡
 そ
四
百

お
よ

坪
あ
り
た
り
と
稱
す
（
板
西
町
史
）

　
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に

出
版
さ
れ
た
『
板
野
郡
誌
』
は
、

か
つ
て
板
野
町
大
坂
関
柱
に
 建
 
こ
ん

 立
 
り
ゆ
う

さ
れ
て
い
た
「
徳
王
寺
」
に
つ
い

て
、
そ
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
『
板
野
郡
誌
』
を
も
と
と
し

て
、
記
録
し
た
も
の
か
、
昭
和
四

十
七
（
一
九
七
二
）
年
一
月
に
刊

行
さ
れ
た
『
板
野
町
史
』
は
、
徳

王
寺
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記

録
し
て
い
る
。

　
―
徳
王
寺
　
大
坂
峠
に
至
る
途

中
、
関
柱
か
ら
南
へ
約
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
入
っ
た
所
に
、
法
明
山

徳
王
寺
址
が
あ
る
。
伝
え
る

と
こ
ろ
に
よ
る
と
観
堅
僧
正

の
開
基
で
、
本
尊
不
動
明
王

を
祭
っ
て
い
た
。

　
天
正
年
間
、
長
宗
我
部
の

兵
乱
に
会
い
、
以
後
再
建
さ

れ
る
こ
と
な
く
廃
寺
と
な
っ

て
、
今
は
畑
と
化
し
て
い

る
。

　
板
野
町
に
は
、
か
つ
て
 古
 
い
に
し
え

に
建
立
さ
れ
て
、
現
在
姿
を

消
し
て
い
る
寺
が
多
い
。
そ

れ
だ
け
繁
盛
し
た
土
地
だ
っ
た
。

　『
板
野
町
史
』
で
は
、
次
の
よ
う

な
寺
を
記
録
し
て
い
る
。

　
以
前
こ
の
歴
史
散
歩
で
紹
介
し

た
、
板
野
町
川
端
の
大
唐
国
寺
、

大
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
妙
泉
寺
、

万
願
寺
、真
道
寺
、岡
ノ
宮
に
あ
っ

た
 韓
  崇
 

か
ん
 ぞ
う

 寺
 、松
谷
の
奥
に
あ
っ
た

じ

真
名
原
寺
、犬
伏
の
北
方
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
妙
音
寺
、同
じ
く
犬

伏
の
蓮
花
寺
、
矢
武
の
西
北
の
専

勝
寺
、
同
じ
く
矢
武
の
 仲
 
ち
ゆ
う

 哀
  寺
 、

あ
い
 じ

黒
谷
の
善
城
寺
、唐
園
の
弾
正
寺
、

そ
し
て
蔵
佐
谷
の
 瓦
 
か
わ
ら

 経
 の
出
土
し

き
よ
う

た
釈
迦
堂
で
あ
る
。
瓦
経
跡
に
つ

い
て
は
、
以
前
こ
の
歴
史
散
歩
で

紹
介
し
た
が
、
以
上
お
い
お
い
に

機
会
を
見
て
、
か
つ
て
の
板
野
町

の
廃
寺
跡
も
訪
ね
て
み
た
い
。

　
九
月
十
一
日
午
後
、
板
野
町
大

坂
宮
東
の
鎌
田
徳
一
さ
ん
（
八
十

七
歳
）
を
訪
ね
、
か
つ
て
大
坂
関

柱
に
建
立
さ
れ
て
い
た
 幻
 の
寺
徳

ま
ぼ
ろ
し

王
寺
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
お

話
を
伺
っ
た
。

　
か
つ
て
鎌
田
さ
ん
は
国
鉄
に
つ

と
め
、
の
ち
地
元
大
坂
で
農
業
を

さ
れ
、
か
た
わ
ら
歴
史
の
研
究
を

さ
れ
た
。
地
元
大
坂
の
歴
史
も
調

査
・
研
究
さ
れ
た
方
だ
。

　
鎌
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
か
つ
て

徳
王
寺
に
つ
い
て
も
調
べ
た
が
、

地
元
に
そ
の
史
料
や
記
録
も
な

く
、
現
在
そ
の
伝
承
が
残
さ
れ
て

い
る
の
み
だ
と
い
う
。

　
寺
の
跡
か
ら
は
 古
 
こ

 瓦
 も
出
土

が
わ
ら

し
、
地
元
の
誰
か
が
保
管
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
そ
れ

が
ど
こ
に
あ
る
か
も
判
ら
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　
も
う
徳
王
寺
は
、
歴
史
の
遠
い

か
な
た
、 古
 の
幻
の
寺
と
な
っ
て

い
に
し
え

い
る
。

　
そ
の
日
ま
だ
、残
暑
も
厳
し
か
っ

た
が
、鎌
田
さ
ん
の
教
示
に
よ
り
、

関
柱
の
徳
王
寺
の
跡
を
訪
ね
た
。

　
現
在
、
県
道
大
坂
越
え
の
、
関

柱
へ
入
る
入
口
辺
り
に
、
高
速
道

路
二
車
線
化
の
工
事
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
工
事
現
場
の
手

前
の
山
道
を
西
側
に
登
る
と
、
小

さ
な
盆
地
と
な
り
、
稲
刈
り
の
終

わ
っ
た
一
町
歩
ば
か
り
の
 田
圃
 が

た
ん
ぼ

広
が
っ
て
い
る
。

　
そ
の
田
圃
に
そ
っ
て
、
南
に
下

り
、
山
す
そ
の
梅
と
梨
の
畑
が
あ

り
、
そ
の
南
側
辺
り
に
か
つ
て
の

徳
王
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
畑
の
上
に
三
段
の
段
差
が
築
か

れ
、
そ
の
上
に
徳
王
寺
が
建
っ
て

い
た
と
い
う
。
板
野
町
関
柱
の
山

中
に
、か
つ
て
壮
麗
な
寺
院
が
あ
っ

た
と
は
、
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
も
う
そ
の
形
跡
も
ま
っ
た
く
判

ら
な
い
。

　
盆
地
の
ま
わ
り
の
山
は
、
緑
濃

い
雑
木
が
お
お
い
、
か
つ
て
の
寺

の
面
影
を
し
の
ぶ
よ
す
が
も
な
い
。

　
も
う
寺
の
跡
の
山
ぎ
わ
は
、
あ

り
き
た
り
の
自
然
の
山
に
帰
っ
て

い
た
。

　
長
い
歴
史
の
冷
厳
な
跡
が
伺
え

る
の
み
だ
っ
た
。

　
そ
の
日
盆
地
の
囲
り
の
山
の
森

か
ら
、
し
き
り
に
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴

き
声
が
耳
に
入
っ
た
。

　
な
お
、
九
月
号
の
こ
の
歴
史
散

歩
で
、
こ
の
寺
の
伝
説
と
し
て
、

「
徳
義
寺
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、

「
徳
王
寺
」
が
歴
史
的
史
実
な
の

で
、
今
回
訂
正
い
た
し
ま
す
。

堤　

高
数

其
の 

五
十
六

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

幻 幻
 
ま
ぼ
ろ
し

の
徳
王
寺
跡
を
訪
ね

の
徳
王
寺
 跡
 を
 訪
 ね
るる

あ
と
 

た
ず

現在の徳王寺跡

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●



いたの　すがお
2015年11月号

２１

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２7
年
10
月
23
日
現
在

人口のうごき

手作り講座
ねこクリップ
手作り講座
ねこクリップ

彩りギャラリー
11月は“押し絵”です。
彩りギャラリー
11月は“押し絵”です。

平成２7年11月25日（水）
午前１０時～

　彩りの舘では、「彩りギャラリー」の
コーナーにおいて毎月様々な作品を展
示し、皆様のお越しをお待ちしています。

＊材料代5００円が必要です。
＊参加希望の方は、彩りの舘まで事前に
　申し込んでください。
　お問い合わせ　彩りの舘　☎６７２－５４４５

日時

彩りの舘場所

針、糸、はさみ持ってくる物

彩りの舘からのお知らせ彩りの舘からのお知らせ

前月比合　計南地区西地区東地区

△14　6,5221,6631,2273,632男

△23　7,1161,7331,3584,025女

△37　13,6383,3962,5857,657合　計

△15　5,5181,2991,0373,182世　帯

氏
　
　
　
　
　
名

岡
　

本
　

ユ

キ

ヱ

漆

原

妙

子

河

野

春

子

鴻

池
　

勇

川
　

田
　

ヱ

イ

ノ

西

川

義

行

町
　

　

　

イ

チ

ヱ

藤

井

光

義

和
　

田
　

タ

ミ

子

年
　
　
齢

　87　90　86　70　98　92　90　95　89

住
　
　
所

中
　
久
　
保

川
　
　
端

川
　
　
端

大
　
　
寺

大
　
　
寺

大
　
　
寺

大
　
　
寺

羅
　
　
漢

吹
　
　
田

●　国勢調査にご協力ありがとうございました　●

夫
　
の
　
氏
　
名

白
　
田
　
武
　
司

住
　
　
所

犬
　
　
伏

妻
　
の
　
氏
　
名

門
　
井
　
美
　
香

住
　
　
所

犬
　
　
伏

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
すす

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
すす



いたの　すがお
2015年11月号

２２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１1

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１2

日56789　10　11　12　13　14　15　16
曜
日木金土日月火水木金土日月

行
　
事
/
事
　
業

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

第
　
回
板
野
町
社
会
福
祉
大
会
（
文
化
の
館
）　
開
会
午
後
１
時
～
（
開
場
午
後
０
時
～
）

２８
立
冬

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　
午
後
２
時
～

あ
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
　
い
た
の（
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
）　
　
㎞
開
会
式
　
午
前
８
時
　
分

in

１０

３０

（
　
㎞
受
付
午
前
７
時
　
分
～
・
４
㎞
受
付
午
前
９
時
　
分
～
）

１０

３０

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

日123456789　10
曜
日火水木金土日月火水木

行
　
事
/
事
　
業

特
設
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

１
歳
６
か
月
児
聴
力
検
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
～
９
時
　
分
１５

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

総
合
健
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
８
時
～
　
時
１０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

大
雪

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
健
康
の
館
）　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１２

Ca
le
nd
arあ

な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



いたの　すがお
2015年11月号

２３

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

日　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30
曜
日火水木金土日月火水木金土日月

行
　
事
/
事
　
業

健
康
教
室
「
糖
の
学
習
会
」（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

巡
回
職
業
相
談
（
東
公
会
堂
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）　
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　
分

１０

３０

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
　
分
～
３
時

３０

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）　
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　
分

１０

３０

　
　
　
　
　
　
（
芸
能
祭
）　
　
午
後
０
時
　
分
開
演

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

小
雪

勤
労
感
謝
の
日

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

乳
児
計
測
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
～
９
時
　
分
３０

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
ー
ジ
卓
球
（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
　
分
～

３０

健
康
教
室
「
血
圧
の
学
習
会
」（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

健
康
の
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
測
定
　
午
前
９
時
～
・
ミ
ニ
運
動
会
　
午
後
１
時
　
分
～
）

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

当
番
医

担
当
時
間

　
平
日
：
　
時
～
　
時
　
分

１８

２２

３０

　
休
日
：
９
時
～
　
時
　
分

２２

３０

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月11　月
日56789　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

曜
日木金土日月火水木金土日月火水木金土日月

病
院
名

板
東
整
形
外
科

西
條
耳
鼻
咽
喉
科

矢

野

医

院

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

富
本
小
児
科
内
科

中
山
産
婦
人
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

オ

ク

ム

ラ

鶴
岡
内
科
胃
腸
科

き
は
ら
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

山

根

眼

科

堀
口
整
形
外
科

近
藤
外
科
内
科

こ
や
ま
小
児
科
・
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
久
保
内
科

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

板
東
整
形
外
科

井

内

内

科

川

原

眼

科

住
所
/
電
話
番
号

藍
住
町

6
9
2－

5
1
5
1

藍
住
町

6
9
2－

8
7
1
1

藍
住
町

6
9
2－

4
4
1
1

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

藍
住
町

6
9
2－

7
2
2
8

藍
住
町

6
9
2－

0
3
3
3

藍
住
町

6
9
2－

4
7
7
1

藍
住
町

6
9
2－

6
8
8
6

藍
住
町

6
9
3－

0
0
8
7

藍
住
町

6
9
2－

8
1
7
1

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

藍
住
町

6
9
3－

1
1
8
8

藍
住
町

6
3
7－

3
2
1
1

藍
住
町

6
9
2－

1
2
2
0

藍
住
町

6
9
3－

1
0
2
1

藍
住
町

6
9
3－

3
0
2
0

藍
住
町

6
9
2－

5
1
5
1

上
板
町

6
9
4－

5
3
5
3

上
板
町

6
9
4－

8
3
8
8

月11　月12　月
日　24　25　26　27　28　29　30123456789　10

曜
日火水木金土日月火水木金土日月火水木

病
院
名

小
松
泌
尿
器
科

竹

本

内

科

井

上

病

院

三

愛

内

科

西
條
耳
鼻
咽
喉
科

高
田
整
形
外
科
病
院

福

島

内

科

新

野

医

院

近
藤
内
科
医
院

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
ん
の

み
や
ざ
き
内
科

診

療

所

富
本
小
児
科
内
科

芳

川

病

院

井

内

内

科

野
田
（
泰
）
医
院

野
田
（
五
）
医
院

友

成

医

院

住
所
/
電
話
番
号

藍
住
町

6
9
2－

1
2
7
7

板
野
町

6
7
2－

0
1
7
4

板
野
町

6
7
2－

1
1
8
5

板
野
町

6
7
2－

0
1
7
6

藍
住
町

6
9
2－

8
7
1
1

北
島
町

6
9
8－

8
6
8
9

板
野
町

6
7
2－

4
9
7
0

板
野
町

6
7
2－

0
5
7
1

板
野
町

6
7
2－

5
6
3
0

板
野
町

6
7
2－

5
1
4
8

板
野
町

6
7
2－

6
6
1
8

藍
住
町

6
9
2－

7
2
2
8

松
茂
町

6
9
9－

5
3
5
5

上
板
町

6
9
4－

5
3
5
3

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
9

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
8

上
板
町

6
9
4－

5
5
1
5

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、変
更
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
電
話
し
て
か

ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●



いたの　すがお
2015年11月号

２４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

●
お
は
な
し
会
 

日
時
　
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

　●
新
し
く
は
い
る
本
 

水
鏡
推
理
 

松
岡
　
圭
祐
／
著

陽
だ
ま
り
の
天
使
た
ち
 馳
　
　
星
周
／
著

あ
こ
が
れ
 

川
上
未
映
子
／
著

運
命
の
花
び
ら
　
上
下
 森
村
　
誠
一
／
著

怒
鳴
り
癖
 

藤
田
　
宜
永
／
著

抗
争
　
巨
大
銀
行
が
溶
融
し
た
日

 

江
上
　
　
剛
／
著

番
神
の
梅
 

藤
原
緋
沙
子
／
著

帰
蝶
 

諸
田
　
玲
子
／
著

ふ
な
ふ
な
船
橋
 

吉
本
ば
な
な
／
著

い
ろ
と
り
ど
り

 

マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー
／
作

オ
ニ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

 

富
安
　
陽
子
／
文

獣
医
さ
ん
　
め
ざ
せ
！
　
動
物
の
お
医
者

さ
ん
 

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
／
作

み
ん
な
の
お
ば
け
小
学
校

 

市
川
　
宣
子
／
作

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
コ
ー
ト

 

ジ
ム
・
エ
イ
ル
ズ
ワ
ー
ス
／
文

「
闘
う
君
の
唄
を
」

 

中
山
　
七
里
／
著

　
新
任
教
諭
と
し
て
、
幼
稚
園
に
赴
任

し
た
喜
多
嶋
凜
。
自
ら
の
理
想
と
す
る

教
育
を
実
践
す
る
の
だ
が
…
。
ど
ん
で

ん
返
し
の
帝
王
が
仕
掛
け
る
物
語
は
、

い
っ
た
い
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
読
者

の
予
想
裏
切
る
著
者
の
真
骨
頂
！

　「お
は
よ
う
！
し
ゅ
う
し
ゅ
う
し
ゃ
」

 

竹
下
　
文
子
／
著

　
朝
早
く
、
町
じ
ゅ
う
を
走
り
な
が

ら
、
収
集
車
は
ゴ
ミ
を
集
め
て
ま
わ
り

ま
す
。
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
焼
却
場

へ
！
絵
を
眺
め
て
い
る
と
、
細
か
い
部

分
に
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
り
、
楽
し

さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

11月・12月の休館日　表中　　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
先
日
、
空
を
見
上
げ
る
と

真
っ
青
に
澄
み
切
っ
た
空
に
う

ろ
こ
雲
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
う
ろ
こ
雲
は
、
上
空
の
高
い

と
こ
ろ
で
発
生
す
る
た
め
、
空

気
が
澄
ん
だ
と
き
で
な
け
れ
ば

き
れ
い
に
見
え
な
い
そ
う
で

す
。
　
空
に
浮
か
ぶ
雲
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
を
し
て
い
て
、
時
間
と

と
も
に
形
が
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
　
空
気
が
澄
ん
で
い
る
秋
、
空

を
見
上
げ
て
雲
を
眺
め
て
見
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
と
が
き

№
236

文
化
の
館
だ
よ
り

「『
手
話
』
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

「
校
内
球
技
大
会
」

板
野
西
小
学
校

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

　
九
月
二
十
八
日
（
月
）
四
年

生
二
十
二
名
が
、
町
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
手
話

サ
ー
ク
ル
・
す
だ
ち
会
」
の
み

な
さ
ん
か
ら
「
手
話
」
の
講
習

を
受
け
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る

「
物
の
名
前
」
や
「
あ
い
さ
つ
の

仕
方
」
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ

確
か
め
な
が
ら
体
を
使
っ
て
表

現
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
生
活
の
中
で

様
々
な
会
話
の
手
段
を
活
用
し

て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
人
と
人

と
を
繋
ぐ
大
切
な
も
の
だ
と
改

め
て
気
付
い
た
時
間
で
し
た
。

　
十
月
八
日
（
木
）
校
内
球
技

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上

学
年
（
ラ
ケ
ッ
ト
ベ
ー
ス
）
と

下
学
年
（
ド
ッ
ジ
ビ
ー
）
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
四
チ
ー
ム
が

頂
点
を
目
指
し
て
楽
し
く
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
の
ゲ
ー
ム
で
し

た
が
、
ど
の
チ
ー
ム
の
選
手
も

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ハ
ッ
ス
ル
プ

レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
続
出
で
、
応

援
し
て
い
る
チ
ー
ム
か
ら
も
大

き
な
拍
手
や
声
援
が
体
育
館
や

グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
、
楽
し
い
時
間
を
全
校
で
過

ご
し
ま
し
た
。

12 月
土金木水火月日
54321
1211109876
19181716151413
26252423222120

3130292827

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

11 月
土金木水火月日
7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

3029

手話講習会

上学年のラケットベース
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